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２０１８年度 実技試験問題 

科目 描写 

時間 ９時００分～１３時００分 

与えられたブリキ缶、りんご、ロープを台紙に配置し、鉛筆で描写 

しなさい。 

●条 件

１．対象物はすべて加工せずに描写すること。

２．ロープは自由な形にしてもよい。

【支給されるもの】 

ブリキ缶 1個、りんご１個、ロープ１巻、解答用紙１枚、台紙 1枚、 

カラーカード 1枚 

【使用してよいもの】 

カルトン（５６ｃｍ×４０ｃｍ以上）、カルトン用クリップ、鉛筆（色鉛筆は除く）、 

消しゴム、羽ぼうき（又はダスティングブラシ）、カッターナイフ（鉛筆削り用） 

【注意】 

１．解答用紙は縦横自由です。どちらを表にしてもかまいません。 

２．解答用紙と台紙は同じものです。どちらを解答用紙にしてもかまいません。 

３．ロープをとめている輪ゴムは対象物ではありません。試験開始後に回収します。 

４．席を立たずに、腰をかけたままで描写しなさい。 

５．試験終了１５分前にカラーカードの貼り付け作業を行います。 
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【描写：モチーフ】 
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２０１８年度 実技試験問題 
                                    

科目 色彩 
 

時間 １４時３０分～１７時３０分 

 

 

テーマ 「 対 比 」 
 

  

下記の条件にしたがって色彩表現をしなさい。 

  

 

● 条 件 

 

１．解答用紙の画面すべてに彩色する。表裏どちらを使ってもよい。 

 

２．彩色は、透明水彩絵の具、不透明水彩絵の具、または両方を使う。 

 

３．はさみのみを使い、黒白の紙を５枚に切り分ける。カッターナイフを使ったり

手でちぎってはならない。 

 

４．（１）切り分けた黒白の紙すべてを、彩色済の解答用紙の上に平たく貼る。 

 

（２）黒白の紙のどちら側を貼っても、重ねて貼ってもよい。但し折り曲げて

はならない。また彩色済の解答用紙から、浮いたり、めくれたり、はみ

出したりして、貼ってはならない。 

 

（３）黒白の紙には彩色しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支給されるもの】 

解答用紙１枚、黒白の紙１枚、構想紙３枚、スティックのり１個、カラーカード 

 

【使用してよいもの】 

透明水彩絵の具、不透明水彩絵の具、直定規、鉛筆、消しゴム、筆、筆洗、パレッ

ト、絵の具皿、はさみ、カルトン、羽ぼうき（又はダスティングブラシ）、ぞうき

ん、クリップ 

 

【注意】 

１. 作業は着席したまま、カルトンの上で行う。 

２. 試験終了１５分前に、指示に従いカラーカードを貼り付ける。 
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【色彩：モチーフ・解答用材料】 
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●条件
１.  ２つの形は離れていても、接していても構わない。
２.  解答用台は横位置で使用し、作品を固定する以外は一切加工をしてはいけません。
　  また、解答用台および解答作品には描写・着色をしてはいけません。 　
３.  支給された粘土は、全て使い切らなくてもよい。
４.  解答用台の穴に支給された丸棒（径 8mm）を差し込んで、必要に応じて作品を固定
　  するための芯棒として使いなさい。ただし、外から見えないようにしてください。

　  持ち体育館まで階段など、約 300m を移動します。解答作品は持ち運びに耐えられ
    るように十分な強度を持たせ、解答用台にしっかり固定すること。
６.  カラーカードは、試験終了前に、監督者の指示に従い解答用台の右端に貼ります。
７.  解答作品は解答用台（30cm×35 cm）からはみ出さず、また高さ 35cm からはみ出
　  さないこと。

【支給されるもの】
解答用材料　：粘土４袋、　丸棒（径 8mm）長さ 3cm、6cm、各 2 本
解答用台　　：有孔ボード 1 枚 ( 縦 30cm× 横 35cm )
移動用カバー：茶色段ボール箱１個、カバー固定用テープ 2 枚
制作支援用品：B3 灰色ボール紙 1 枚 ( 作業用 )、 上質紙 3 枚 ( アイデアスケッチ用 )  

【使用してよいもの】
上記支給されるもの及び下記の立体受験用具
鉛筆、消しゴム、カッターナイフ、ボールペン、はさみ、直定規（60cm 以内のもの）、
三角定規（30cm 以内のもの一組）、分度器、コンパス、粘土へら、ラジオペンチ、雑巾

科目　立体
時間　9時 00分～ 12時 00分

2018 年度 実技試験問題　

与えられた粘土を使って「重い形」、「軽い形」をテーマに、

それぞれを制作し、2点を解答用台の上に配置しなさい。

５.  試験終了後、解答作品に触れてはいけません。各自、移動カバーをして、解答作品を

【注意】
１.  試験終了後に移動用カバーを被せます。移動後、体育館において指示に従い外すこと。
２.  解答作品には、解答用材料として支給されるもの以外は使用しないこと。
３.  上質紙 3 枚は、アイデアスケッチ用として使用すること。
４.  カラーカードは、粘着シールを剥がして接着すること。
５.  作業は支給された灰色ボール紙上で行うこと。
６.  作業は着席したまま行ない、他の受験生の迷惑にならないようにすること。
７.  忘れた用具の貸し出しはしません。
８.  怪我のないように慎重に作業すること。
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36cm( 内寸）

36cm( 内寸）

36cm( 内寸）

30cm
35cm

上方向

移動用カバー
（茶色段ボール箱）

移動用カバー  組み立て説明

カラーカード解答用台

移動用カバー（茶色段ボール箱）組み立て順序  ① ② ③

上方向

カバー固定用テープ ① フタは上下を先に閉じる
　 カバー固定用テープを外側に貼る

② 左右を閉じる
　 カバー固定用テープを外側に貼る

③ 移動用カバー完成

35cm

(有孔ボード）

解答用台
(有孔ボード）

カラーカード

30cm

35cm
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【立体：モチーフ・解答用材料】 
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ページ１ 

二
〇
一
八
年
度 

総
合
芸
術
学
科
入
学
試
験
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題 
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目

小
論
文
（
二
〇
〇
点
満
点
）

時
間

十
四
時
三
〇
分
～
十
六
時
三
〇
分 

《
注
意
》
は
じ
め
に
よ
む
こ
と 

・
問
題
一
と
問
題
二
が
あ
り
ま
す
。

・
答
案
用
紙
（
横
書
き
）
は
、
問
題
一
用
、
問
題
二
用
、
合
計
二
枚
配
付
し
ま
す
。

・
答
案
用
紙
は
、
表
だ
け
を
使
用
し
、
裏
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
す
べ
て
の
答
案
用
紙
に
受
験
番
号
と
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
Ｂ
４
白
紙
一
枚
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
題
一 

別
冊
子
の
文
章
は
、
中
谷
宇
吉
郎
「
自
然
の
恵
み
―
小
国
民
の
た
め
の
新
し
い
雪
の
話
」（
同
氏
『
中

谷
宇
吉
郎

雪
を
作
る
話
』
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
〔
執
筆
一
九
五
一
年
〕
）
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
）
筆
者
で
あ
る
中
谷
宇
吉
郎
は
、
科
学
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
答
案
用
紙
の

所
定
の
解
答
欄
の
範
囲
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

（
六
〇
点
） 

（
二
）
あ
な
た
が
、
こ
の
文
章
の
中
に
挿
図
を
一
つ
入
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
の
部
分
に
、
ど
の
よ
う
な
図
を

入
れ
ま
す
か
。
次
の
指
示
に
従
っ
て
答
え
な
さ
い
。 

（
六
〇
点
） 

ア

挿
図
に
よ
っ
て
説
明
し
た
い
文
章
の
範
囲
を
、
記
入
例
を
参
考
に
表
示
し
な
さ
い
。 

記
入
例

別
冊
子
ペ
ー
ジ
１
の
１
行
目
「
こ
の
自
然
は
」
か
ら
、 

別
冊
子
ペ
ー
ジ
１
の
３
行
目
「
出
来
上
が
っ
て
い
る
。」
ま
で

イ

答
案
用
紙
の
所
定
の
枠
線
内
に
、
挿
図
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な
さ
い
。
ま
た
図
の
右
横
の
解
答
欄
に
、

な
ぜ
ア
の
範
囲
を
選
ん
だ
の
か
、
理
由
を
書
き
な
さ
い
。 
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ページ２ 
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二 
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の
図
版
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画
家
ギ
ュ
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ル
ベ 

（
フ
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ス
、
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一
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七
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年
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八
六
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頃
描
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た
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景
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現
在
、
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ
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絵
（
キ

ャ
ン
バ
ス
に
油
彩
、
六
四
・
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・
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メ
ー
ト
ル
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は
、
海
岸
の
漁
船
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
作
品
を
見
て
、
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く
文
章
に
ま
と
め
な
さ
い
（
た
だ
し
字

数
は
、
八
〇
〇
字
以
内
と
し
ま
す
）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
八
〇
点
） 

                      

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部 

 

 

 

 

 

 

実際の図版は著作権法上の関係で掲載しておりません。 

 

 

ギュスターヴ・クールベ ≪The Fishing Boat≫ 

1865 年頃，メトロポリタン美術館 
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評価のポイント 

◆ 描 写 

以下の項目を総合的に勘案し，基礎的描写力（客観的にものを観る力を含む）を評価した。 

・モチーフの構成（モチーフをバランスよく配置することができるか。） 

・画面の構図（配置したモチーフを効果的に画面に収めることができるか。） 

・形体の把握（モチーフの形や大きさを正しく描くことができるか。） 

・量感の把握（モチーフの部分と全体の両方を捉えて描くことができるか。） 

・空間の把握（モチーフとの距離や関係を正しく描くことができるか。） 

・明暗の把握（モチーフの陰影や明暗の階調を正しく描くことができるか。） 

・質感と固有色（モチーフの質感や固有色を正しく描くことができるか。） 

・素材と技法の理解（鉛筆，紙，消しゴムなどの描画材料を活かせているか。） 

◆ 色 彩 

出題内容を理解し，テーマにそって黒白の紙を活かした豊かな色彩と構成力で，独創的な表現ができて

いるかを評価した。 

◆ 立 体 

・テーマである重い形と軽い形のイメージが実現されているか。 

・作られた２つの形が，空間的にうまく配置されているか。 

・与えられた粘土の特性をよく理解し，作っているか。 

◆ 小論文 

問題一 

（一）文章の構造や内容を的確に理解し，必要な情報を，与えられた紙幅を効果的に用いて，理論的に

分かりやすく説明できるかをみた。 

（二）他者の書いた文章を，客観的かつ批評的観点をもって読解し，そこから得た自己の意見を的確に論

述できるかをみた。 

問題二 

作品の構図や色彩，表現された内容等に対し，自己の考えを分かりやすく論述する力と，文章を推敲

する能力をみた。 
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2018年 4月 

京都市立芸術大学 事務局 入試担当 

〒610-1197 京都市西京区大枝沓掛町 13-6 

Tel 075-334-2238 

Fax 075-334-2281 

http://www.kcua.ac.jp 
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